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梅雨前線は、梅雨という季節現象をもたらす前線であり、気象庁が天気予報等で用
いる予報用語では、「春から盛夏への季節の移行期に、日本から中国大陸付近に出
現する停滞前線で、一般的には、南北振動を繰り返しながら沖縄地方から東北地方
へゆっくり北上する。」と説明されている。
この説明では「停滞前線」を長い期間で見て動きがゆっくりした前線といった意味
で用いており、日々の地上天気図においては、梅雨前線は停滞前線だけでなく、温
暖前線、寒冷前線でも解析される。
日本に「梅雨前線」という概念が導入されたのは1941年頃と言われており（永沢, 
1995）、地上天気図上に不連続線を解析し始めてから20年近く経っての話になる。
梅雨は、平年では5月上旬の沖縄から梅雨入りし、7月下旬の東北北部で梅雨明けと
なる。
この間、梅雨前線が不明瞭になることもあるが、3か月近く続く長い気象現象である。
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梅雨前線は両側（南北）の気団の温度差が小さく、温度傾度の不連続として認識さ
れる通常の前線（寒帯前線）とは性格が大きく異なる場合がある。
ただし、前線の厳密な定義は密度傾度の不連続線であり、水蒸気量の不連続も前線
解析の有力な条件の一つとなる。
梅雨期には、中国大陸から日本にかけて南西の季節風の流入により、水蒸気量の大
きい帯状領域（水蒸気集中帯）が形成される。
気象庁ではこの水蒸気集中帯も前線（梅雨前線）として解析している。
水蒸気の集中帯としての梅雨前線は梅雨末期に見られることが多い。
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梅雨前線は、太平洋高気圧に代表される亜熱帯高気圧の北縁に位置し、概ね亜熱帯
ジェット気流に対応するため、高層天気図の太平洋高気圧（500hPa面の等高度線
5880mなど）や亜熱帯ジェット気流の分布からおおまかな前線の位置を把握できる。
暖候期になると大陸上にチベット高気圧が太平洋高気圧と同じような等高度線とし
て現れる。
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大陸から日本にかけてチベット高気圧に対応する9720mの等高度線が見られる。
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太平洋高気圧に対応する5880mの等高度線が見られる。
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300hPaの等高度線、500hPaの等高度線と大まかに一致している。
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実際の梅雨前線は、水蒸気の集中帯から寒帯前線に近いものまで様々であり、両者
が東西で一本の梅雨前線としてつながっていることも多い。
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梅雨前線が寒帯前線に近い性質を持っている場合は、一般的な前線解析と同様に温
度傾度の不連続線で解析する。
この場合、下層の温度場や風の場が前線らしい特徴を示す。
梅雨前線の北側で下層に東寄りの風が入っている場合は、温度のコントラストや風
のシアーが比較的明瞭に現れ、オホーツク海高気圧が存在する場合はこれが顕著で
ある。
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水蒸気集中帯としての梅雨前線の場合は、一般的な前線解析の考え方が適用できな
い。
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気塊に含まれる水蒸気が凝結しても保存される相当温位（θe）が解析に有用である。
これは、梅雨前線など暖候期の亜熱帯の前線に関する鉛直流には、凝結によって放
出される潜熱の効果により引き起こされる対流が重要となるためである。
多くの場合、850hPaや925hPaの相当温位線の集中帯の南縁に梅雨前線が解析できる。
なお、850hPa、925hPa面の高θe域は赤道付近から延びていることが多いが、通常は
太平洋高気圧より南には前線の解析を行わない。
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下層では、前線をはさんだ温度差が小さく、遷移層は斜めに傾斜せず、ほとんど鉛
直に突っ立った相当温位線の集中帯が存在する（図の矢印付近）。
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700hPaの強風軸を参考に前線を解析できる。
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地上の気温と露点温度の差（T－Td）や露点温度（Td: 水蒸気量を示す）の変化が見
られる領域を参考に前線を解析できる。
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答え③

解説
春から盛夏への季節の移行期に、日本から中国大陸付近に出現する停滞前線で、一
般的には、南北振動を繰り返しながら沖縄地方から東北地方へゆっくり北上する。
梅雨前線は両側（南北）の気団の温度差が小さく、温度傾度の不連続として認識さ
れる通常の前線（寒帯前線）とは性格が大きく異なる場合がある。
ただし、前線の厳密な定義は密度傾度の不連続線であり、水蒸気量の不連続も前線
解析の有力な条件の一つとなる。
梅雨期には、中国大陸から日本にかけて南西の季節風の流入により、水蒸気量の大
きい帯状領域（水蒸気集中帯）が形成される。
気象庁ではこの水蒸気集中帯も前線（梅雨前線）として解析している。 水蒸気量の
傾度帯としての梅雨前線は梅雨末期に見られることが多い。
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